
令和7年度の予算 令和7年度の予算

令和７年度の予算
一般会計 30０億７000万円　（対前年比1億１000万円 （0.4％） の減）

※公立諏訪東京理科大学交付税相当分及び借換債を除く実質的な予算

　 276億700万円　（対前年比2億９０00万円 （０.３％） の減）

全 会 計 44１億８１８０万円　（対前年比3億９４７４万円 （０.９％） の減）

※全会計… 一般会計、 国民健康保険特別会計、 後期高齢者医療特別会計、

 水道事業会計、 下水道事業会計、 財産区特別会計 （４５財産区）

　令和７年度予算は、①第6次茅野市総合計画によるまちづくりの計画的、 効果的な実

践、②行財政改革の予算への反映、③ワイズ ・ スペンディングによる未来への投資の３つ

を柱とする予算編成方針に基づき、 第6次茅野市総合計画が目指す将来像 「たくまし

く　やさしい　しなやかな交流拠点ＣＨＩＮＯ」 の実現を目指す、 「財政健全化と未来への

投資のバランス型予算」 としました。

　行財政改革の取組結果を予算に反映させ、 茅野市の将来を担う子どもへの積極的な

投資、 安全 ・ 安心なまちの実現に向けた防災 ・ 減災事業、 新たな関係人口 ・ 交流人口

の獲得といった未来への投資へも積極的に予算を配分しました。

予算を家計に例えると…
　令和７年度の一般会計予算を家計に置き換えてみました。 市の予算と家計では、 お金の使い道などが違うので、 単純に

は比べられませんが、 家計に置き換えると、 次のようになります。 市の予算も家計と同じように、 将来までの支出の見通

しをもって、 収入を確保していくなど、 収支のバランスをとっていくことが重要です。

歳 入

一般会計の市債 ・ 基金の状況
　市債は、 永明小中学校建設関連事業で起債した新校舎建設に係る償還が始まることで残高が減少する見込みで、 令和７年度末残高は約

271億円の見込みとなっています。

　基金は、 予算編成において令和元年度から７年連続で財政調整基金を取り崩さざるを得ない状況となっています。 今年度は、 前年度よりも

基金の繰入額が約6.8億円減少しましたが、依然として基金繰入を前提とした予算となっており、厳しい行財政運営が続くことが予想されます。

歳 出

人件費
４９億８９６７万円

（16.6%）

公債費
３０億９６５０万円

（10.３%）

扶助費
４８億３２５１万円

（1６.１%）

普通建設事業費（単独）
２０億４４６４万円

（６.８%）

補助費等
５７億７１２８万円

（1９.２%）

物件費
４１億２４５５万円

（1３.６%）

繰出金
２１億３５１１万円

（７.１%）

その他
１４億４１６５万円

（4.９%）

普通建設事業費（補助）
１６億３４０７万円

（５.４%）

災害復旧事業費
0.2万円
（0.0%）

投資的経費
36億7872万円

その他の経費
134億7260万円

義務的経費
129億1868万円

用語の説明

特別職と一般職員に対する給料
や報酬

人件費…………

道路や学校、 保育園など建設 ・
改良に係る経費

普通建設事業費…

一部事務組合や各種団体、 個人
などに支出する補助金や負担金

補助費等………

消費的な性質を持つ経費で、 消
耗品費や光熱水費、 使用料、 委
託料などの経費  

物件費…………

公共施設などを維持するための
維持補修費や貸付金など

その他…………

公債費………… 市の借金である市債元金、 利子
の返済金

扶助費………… 高齢者、 障害者、 児童のための
福祉サービスや生活保護、 医療
費など給付に係る経費 

300億
7000万円

歳 入

≪支　出≫ 令和7年度 前年度との比較

食費・医療費・光熱水費
（人件費・扶助費・物件費）

139,606円 9,214円

ローン返済（公債費） 30,996円 924円

家の増改築など（投資的経費） 36,824円 −12,627円

家・車の修繕費（維持補修費） 2,778円 −171円

保険料・各種会費など（補助費） 57,770円 1,005円

子どもへの仕送り（繰出金） 21,372円 526円

貯金（積立金） 745円 132円

その他の生活費 10,908円 −4円

計 301,000円 −1,000円

≪収　入≫ 令和7年度 前年度との比較

給与 235,605円 14,412円

　うち基本給（市税） 91,091円 4,233円

　諸手当（地方交付税、国・県支出金など） 144,514円 10,179円

パート収入（使用料、手数料等） 32,445円 1,924円

貯金の取り崩し（基金繰入金） 7,114円 −6,792円

（※取り崩し前の貯金残高   36,703円）

銀行からの借入（市債） 25,837円 −10,543円

計 301,000円 −1,000円

用語の説明

個人・法人市民税、固定資産税
など市に納めていただく税金

市税…………

一定の行政サービス水準を保つ
ため、国から交付される資金

地方交付税…

特定の目的のために、国から
交付されるお金

国庫支出金…

公共施設の整備などを行うた
めに国や金融機関から借り入れ
る資金

市債…………

講座受講料など、他の科目に
分類されないお金

諸収入………

地方消費税 …
交付金

地方消費税収入を各都道府県、
市町村間で按分し、交付される
お金

一般会計以外の会計や基金か
ら繰り入れるお金

繰入金………

特定の目的のために、県から
交付されるお金

県支出金……

前年度から繰り越されるお金繰越金………

使用料及び手数料、寄附金、
各種交付金等

その他………

茅野市ホームページ
令和７年度予算の詳細や具体

的な事業内容などは 「茅野市

予算概要」 （市ホー

ムページに掲載）

をご覧ください。

ビーナネットChino

令和７年度の予算

について、動画で

も紹介しています。

繰出金………… 一般会計から特別会計へ支出す
る経費

市税
９１億円

（３０.３%）

地方交付税
７２億円

（23.９%）

市債
２５億８１０９万円

（８.６%）

国庫支出金
３３億７９８６万円

（１１.２%）

諸収入
１６億３９９万円

（5.3%）

地方消費税交付金
1５億２７００万円

（５.１%）

県支出金
１５億４４６７万円

（５.１%）

繰越金
５億円

（1.7%）

繰入金
７億４０４４万円

（２.５%）

その他
１８億９２９５万円

（6.３%）
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年度末基金残高の推移

46.0
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30.3
億円

36.7
億円

43.7
億円

44.5
億円

（億円）

毎年必ず支出しなければならない
経費 

義務的経費 …

長期にわたり使用する社会資本
整備に要する経費

投資的経費 …

義務的経費、 投資的経費以外の
経費  

その他の経費 …

歳 出
300億

7000万円

投資的経費

義務
的
経
費

そ
の
他
の
経費
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令和７年度の主な施策

事業費　2,694万円

　特急あずさ利用者のパーク&ライ

ドサービスを実施している青空駐車

場は、満車状態が慢性化し、利用者

に不便をおかけしていました。

そこで、駐車場南側広場を駐車場用

地とし、新たに37台分の駐車区画

を増設します。

　公立保育所14園では、 保護者が

就労等により保育を必要とする乳

児及び幼児をお預かりし、 子育て支

援も含めて保育ニーズに対応した施

設運営を行っています。

事業費　2,167万円

事業費　１億1,474万円

　上水道を安全・安心・安定して供給

するため、配水池の更新と老朽化し

た送水管・配水管等の布設替を計

画的に進めます。昨年度に引き続

き、米沢地区の送配水管の布設替を

行うほか、老朽化し容量も不足して

いる御狩野配水池を令和９年度に

かけて更新します。また、地震が起

こった際でも水道水を確保できるよ

う、施設の耐震化を進めます。

事業費　9億8,253万円

事業費　１７億８７３万円

　令和６年度に母子保健と児童福祉

を一体化した 「こども家庭センター」

を設置し、 妊娠期から成人するまで

家庭を継続的、 総合的に支援し、

支援家庭の安心した子育て、 自立

への支援を行っています。

　令和７年度は、新たな取組として、

児童養護施設の職員や助産師等が

支援が必要な家庭を訪問し、育児や

家事など子育て全般に対する支援

を行います。

　市からの情報を発信する防災行

政無線の親局設備（操作卓）が令和

７年度中に保守期間の満了を迎える

ため、新しい操作卓に更新します。

　新たに導入する操作卓は、住民へ

の防災情報の確実な伝達のための

機能を強化し、情報の一斉配信にも

対応しているため、事務の効率化と

迅速な情報発信が可能となります。

事業費　６７３万円

 学習でのＩＣＴ利用に係る環境整備

とサポートやネットワーク環境整備、

システム導入及び教職員研修等を

行い、「茅野市内小中学校ICT教育

推進方針」に則って、１人１台端末環

境下での教育の情報化を推進しま

す。

 令和７年度は、教員が使用する校務

システム、端末、学習者用端末の更新

を行います。

　国の補助金を活用し、永明小中学

校の建て替えに合わせて、周辺道路

等を整備します。今年度も、主に市民

館前交差点の改良工事と既存道路

部分の改良工事を行います。

　知名度の高い 「八ヶ岳」 やそのふ

もとでの暮らしについてのプロモー

ション （オンラインイベント、 現地ツ

アーの実施等） を行い、新たな 「八ヶ

岳ファン」を獲得します。さらに、「八ヶ

岳ファン」 に 「茅野市ファン」 になっ

てもらうための施策をすすめ、 関係

人口及び移住者の創出 ・ 拡大を目

指します。

事業費　2億1,263万円

　増加する不登校児童・生徒のため

の学びの場として、平成16年度から、

ちの地区コミュニティセンター内と

宮川小学校内に教育支援センター

を、また、令和５年度から各学校内に

サポートルームを設置し、多様な学

びの場を確保しています。

　令和７年度からは、学びの場の更な

る充実を図るため、長野県が認証す

るフリースクールに通う要保護・準要

保護児童・生徒の親に、フリースクー

ルの利用料の一部を補助します。

事業費　1,997万円

　平成７年（1995年）６月15日、縄文

時代の国宝第１号として土偶「縄文

のビーナス」が国宝指定を受けてか

ら、令和７年で30周

年を迎えます。

　国宝指定30周年

を記念して、歴代縄

文文化賞受賞者等

をお迎えして、記念

シンポジウム等を

開催します。

事業費　４５万円

事業費　３億6,448万円

　委託型の地域おこし協力隊の制度

を活用し、 付加価値等のある高収

入作物の提案や栽培支援、 加えて、

生産者と販売者をつなぐ新たな枠

組みの構築を行い、 多様な担い手

の創出や儲かる農家の実現を図り

ます。

　また、茅野市産の野菜を「蓼科野

菜」と命名し、ブランド化を推進する

ため、啓発物品の製作を行います。

事業費　５６７万円

　多摩地域の各機関や各企業との

連携事業や都市部企業等をター

ゲットとしたテレワークプログラムを

通じて交流人口・関係人口の創出及

び拡大を目指します。

　令和７年度は、ウェルネステレワー

クの市内定着化に向けた取組や、公

立諏訪東京理科大学の学生を対象

とした起業家養成セミナーの実施、

多摩地域の学生を対象としたワーク

ショップの開催などを進めます。

事業費　1,040万円

事業費　550万円

　市民が暮らしやすさを実感できる

サービスの提供と、 付加価値の高

い新たな産業と雇用を創出すること

を目指し、 地域ＤＸを推進していま

す。

　令和４年度に国の交付金を活用

し、地域ＤＸの基盤となる都市ＯＳを

構築しました。令和７年度は、利用者

にとって有用なポータルサイトの構

築に向け、都市ＯＳと外部メディアと

の記事連携を行います。

事業費　8,414万円

令和7年度の予算 令和7年度の予算

第６次茅野市総合計画で描く３つのまちの姿と取り組み

安心して快適に暮らせるまち１

 【保健・医療・福祉、都市基盤、消防・防災、環境・衛生、公共交通、
行政経営】

心豊かに学び育ち活躍できるまち２

 【子育て・教育、文化・芸術、生涯学習、人財育成、地域コミュ
ニティ】

３ 活力と魅力があふれる稼げるまち
 【中心市街地活性化、産業振興、企業誘致、女性の活躍、移住・
テレワーク】

１ 青空駐車場拡幅工事 １ 公園施設の長寿命化、
更新

１ 防災行政無線親局設備
（操作卓）の更新

１ 上水道施設の整備

２ 公立保育所の運営

２ こども家庭センターに
よる支援

２ ICT教育の推進

２
不登校児童・生徒・特別支援
等の多様な学びの場づくり

２ 縄文のビーナス国宝指
定30周年記念事業

３ 永明小中学校周辺整備

３ 農産物の販路開拓及び
ブランド化の推進

３ 都市部との連携を通じた関
係人口の創出・拡大事業

３
八ヶ岳ファン拡大を通じ
た交流人口・関係人口創
出事業

３ 地域DXの推進

　令和６年度に公園施設長寿命化

計画を策定し、同計画に基づき、国

から交付金を受けながら、計画的に

公園施設の修繕や更新を行ってい

きます。

　令和７年度は、永明寺山公園、弓振

公園及び花蒔公園の照明や遊具な

どの更新等を行います
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令和７年度の主な施策
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